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混獲軽減措置に関する実際的な情報

浮はえ縄漁業：サイドセッティング（舷側投縄）

図2　鳥よけカーテンの下での舷側投縄

では餌に近づきにくいし、またそれを嫌う。プロペラ乱流内

に餌のついた釣針が沈むと釣針の沈降速度が遅くなるが、

舷側投縄はこれを防ぐことができる。舷側からなるべく前

方に向けて餌を投入することで、餌のついた釣針は船尾に

達する前に、ある程度の深さまで沈むことができる。

海鳥の混獲を削減する効果

これまで、舷側投縄に関する実験はすべて、比較的小さ

な漁船によりハワイ近くの北太平洋で行われた。実験結果

は、水中投縄や青色着色餌などを含む同時にテストされ

た一度の実験では、他の軽減措置に比べ、舷側投縄の方

が効果的であった（Gilman et al., 2003）。ただし、他の海

鳥を避ける対策もこれらの漁法では同様に効果的だった

（NOAA, 2014）。この実験は、水面で採餌をするタイプの

海鳥類が集まる地域で行われた。同様の実験が、潜水性

の海鳥類が多い南方海域において、大規模に行われる必

要がある。予備的な実験によると、舷側投縄は、大型の漁

船でも操作が可能であることが示されている（Yokota and 
Kiyota 2006）。

混獲回避措置の更なる進展を目指して

舷側投縄の明確な定義が必要である。ハワイの漁業規則

によると、舷側投縄を行う漁船が、加重枝縄と鳥よけカー

テンを使用することを義務付けている（NOAA2010-釣針

の１m範囲内に45gの錘）。これは中西部太平洋マグロ類委

員会（WCPFC 2007）で採択された措置である。しかしなが

ら、ハワイの舷側投縄の定義は船尾の僅か１メートル先と

いうものであり、これでは効果を減じる恐れがある。舷側投

縄は船尾の前方で針の沈降速度を上げるため、最も良い

結果を得るためには、加重枝縄と併用されることが必要で

ある。また、釣針が船尾に着く前にできるだけ深く沈むた

めに時間を与えるよう、釣針を投縄位置からなるべく前方

へ、しかし同時に船体の近くに手で投入する必要がある。

水平棒に垂直に吹き流しが垂れている鳥よけカーテンは、

投縄位置より船尾に設置されており、海鳥を漁船の横側に

近づけないようにしている。加重枝縄のための‘ACAP最善

実施例’は「概況報告書８」に記載されている。舷側投縄、

図1　餌の付いた釣針を、なるべく前方に、かつ漁船の近く
に投入すると、餌は船尾を通りすぎる前に沈みはじめる 。
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サイドセッティング（舷側投縄）は、北太平洋で開発さ

れたもので、同海域で他の方法と合わせて用いられた

時に最も効果があることが証明されている。その効果

は、潜水能力が高い多様な海鳥類が生息し、海の状況

もより過酷な他の海域、特に南半球では、まだ実証され

ていない。。

舷側投縄（サイドセッティング）とは何
か

伝統的に釣針は船尾から投入される。舷側投縄は、名前が

示すように、これを舷側から行う。海鳥は船体の側面近く



加重枝縄、それに鳥よけカーテンといった一連の措置を併

用し、全体を一括して、一つの混獲軽減措置と捉えるのが

適切である。海鳥の混獲をさらに減らすための追加対策に

は漁具の夜間設置が含まれる（「概況報告書５」を参照）

。

その他の利点

操業法の効率

ハワイでは、舷側投縄は海鳥の混獲を減らす上で効果があ

る対策の一つであるのみならず、いくつか操業の利点があ

ることがわかってきた。。

• 一つの作業域を投縄と揚縄の両方に利用することで、デ

ッキでは、漁船員が作業するスペースが増える。

• 舷側での作業域は、漁労長にとってより見やすいため、

安全性や効率が上がる。

• プロペラ乱流や縄の絡まりによる餌の損失が減るであろ

う。

• スクリューによる乱水流で損失する餌量や縄のからまり

も減るであろう。

潜在的な問題とその解決策

加工費

甲板装置の改装にかかるコストは一回限りですむ。全操業

コストを勘案しても、比較的小さな出費ですむ。

漁具の問題（からまり、破損等）

特に海が荒いときは、舷側投縄により、漁具がプロペラに

からまる可能性が高まる。しかし、ハワイの実験では、プロ

ペラにわざと漁具を絡めてみようとしたが、絡まりは発生し

なかった。

各種措置の組み合わせ

餌の付いた釣針は、船尾に達する前に水面下に沈んでい

なければならないが、そうなっていても潜水性の海鳥類な

ら、餌をとることが十分に可能である。海鳥の混獲を最小

限に減らすためには、舷側投縄は‘ACAP最善実施例’（「

概況報告書８」を参照）に従った効果的な鳥よけカーテン

や加重枝縄を含む他の混獲軽減措置と併用される必要が

ある。

今後の研究課題

多様な海鳥の種が生息する海域に対応し、様々な海の状

況下で、全ての大きさの漁船において、舷側投縄が有効で

あることを実証するには、更に実験を進める必要がある。

特に南半球での実験が足りない。。

遵守と実施

乗船オブザーバーや電子モニター（ビデオ等）による監視

が必要である。 
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